
振動感覚感度を考慮したシート振動による
効率の良い情報提示法の提案

研究の概要と特徴

研究の内容

研究の効果並びに優位性

技術応用分野・企業との連携

理工学研究科 機械工学専攻 プロダクト・エルゴノミクス・デザイン研究室

教 授 平尾章成
■お問い合わせは 芝浦工業大学 複合領域産学官民連携推進本部 03-5859-7180   sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp

本研究は、⾝体背⾯側の感度分布を基に、振動刺激を与えることで、効率よくドライバーを覚
醒することを⽬的とした研究である。感じやすい部位に⼩さな強さの振動刺激を与える。

振動⼦による情報提⽰は、⾝体への直接刺激となるため、刺激が強いと、ドライバへの負担になる。そのため
⼩さい刺激での情報伝達の研究は有意義である。⾃動運転から、⼿動運転への引継ぎ時への利⽤等が期待される。

本研究は産総研-住友理⼯連携研究室との共同研究である。
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振幅周波数

⽣理計測を⽤いた覚醒効果の評価
・閉眼率・深部体温
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反応時間の比較

身体背面側の感度分布 検証実験

・背中の振動の感じやすさを数値で表現
・マップを基に刺激位置を決定

振動の構成
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振動パラメータの決定
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Duty Ratio
知覚ピーク(2.4秒の単調な刺激)

Duty比が0.6から0.75の
振動に気が付きやすい？

Sample 
No.

Frequency Amplitude
(×10-3m/s2)

Repetition 
Count

Single Stimulus 
Duration (s)

Interval 
(s)

Total 
Duration (s)

Duty 
Ratio

1 110 5.000 3 0.5 0.35 2.55 0.59
2 110 5.000 3 0.23 0.62 2.55 0.27
3 110 5.000 1 2.55 0.00 2.55 1.00

今後の課題

実験方法

振動パラメータ

実験結果
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・⾼感度な腰上部では、duty⽐0.59が最も反応時間が短い
・⾝体背⾯感覚感度が⾼い⽅が、反応時間がよい傾向
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